
 







II. 日本出展の目標 

 



III. 日本の出展テーマ 

 

    上記の出展目標や取り組み方針を整理すると、目標１.は「日本と中

国・アジアの和」、目標２.は「地球の和」、取り組み方針は「オールジ

ャパンの和」と言い換えることもできる。つまり、上海国際博覧会へ

の日本の出展は、「和」というテーマワードに集約されると言える。 

 

このテーマワード「和」をメッセージとして明文化して、 

 

「こころの“和”・わざの“和”」 

 

をテーマとして、日本は上海国際博覧会に出展する。 

 

Ξ ャ パ ô い う テ ／ ン ô と



�H��	·�� �¤�à
ü�w�,�Š�-�h



（４）敷地は河川にきわめて近い河岸であり、かつ工場跡地であることか

ら、地耐力、地盤環境が悪く、建設にあたっては、これらの物理的









来館者のニーズに応える上では、選択性の高い多層的な訴求構造が

必要となる。多彩な切り口を用意した複数の階層が重層し、それぞ



指す。また、共感とは実感であり、実感は体験によってもたらされ

ることから、できる限り情報を空間体験として提供すること、すな

わち“体感”する展示を心がける。 
 
３． 展示構成の枠組みと展開例 





 
〘絆（きずな）〙 

     人と人との多様なつながりを切り口に、その背景にある日本社会の



な演出要素が一体的に構成される空間の中で、主として技術の領域を

テーマに未来に向けた日本人の志が語られていく。また、続く「夢」

では、より感性に近い領域での日本人の創造性が発露している。 

②持続可能な共生社会、豊かで潤いのある都市生活の実現を目指して真

摯に取り組む日本人の営みを技術・文化双方の視点から魅力的に伝え

るとともに、その原動力ともいうべき日本人の未来に向けた願いを語

る。 
③来館者は、それらを訪ね歩く中で、未来への展望を語る日本人のさま

ざまなメッセージに触れ、“和”の社会を目指して生きる日本人の志

を実感していく。 
 
  ީ望（のぞみ）ުフューチャー・ラボ（中核展示） 

未来の技術が我々の暮らしをどう変えようとしているのかを、安

心・安全、エネルギー問題への対応も含めた環境との共生、個人のニ

ーズに対応した快適さなどのテーマに応じたストーリーを通じて、演

劇的手法も活用しつつ、楽しく表現した展示装置。また、その周辺で

は、複数の先端的な技術成果や将来展望もわかりやすく紹介する。 
 

＜展示展開例＞ 
    光









IV.  広報 
 







（６）日本館入場の事前予約機能 

多数の来館者を迎え、円滑な運営を実現するために、上海世博会事

務協調局（世博局）の取り組みも確認しながら、博覧会開催前およ

び開催期間中の事前入場予約の機能を検討する。 

 

２． サイトデザイン 

 

（１）快適なサイト閲覧環境 

中国では接続速度が遅いことや、使用されているパソコンの能力も

考慮し、利用者が快適に閲覧できるサイトデザイン、構成を行う。 

 

（２）最小限の情報単位 

長文のテキスト、大きな画像、尺数の長い動画などを避け、情報の

単位をコンパクトにまとめることで、短時間で必要な基本情報に触

れることができるようにする。 

 

（３）情報の内容に対応した構成 

「知りたい・知ってもらいたい」基本情報については、容易に情報

をたどることができる構成とし、「もっと知ってもらう・楽しんで

もらう」情報など、利用者の側に明確な目的がないものについては

「情報の森」へと誘導しその中を自由に散策してもらう構成とする。 

 

（４）個人情報・表現 

個人情報に関連するものへの取り組みについては、十分配慮して実

施する。また、表現内容については、両国の文化の違いなどについ

て十分考慮するものとする。 

 

（５）アクセシビリティー 

  



３． 運用計画 

サイバー日本館は２００９年５月（博覧会開催１年前）から２０１

０年１２月まで運用する。この間、全体の広報計画と連動し、大き

く分けて５つのフェーズで展開する。 

・フェーズ１（２００９年５月１日～２００９年１２月３１日） 

・フェーズ２（２０１０年１月１日～２０１０年３月３１日） 

・フェーズ３（２０１０年４月１日～２０１０年４月のプレスプレ

ビューまで） 

・フェーズ４（２０１０年４月のプレスプレビュー～２０１０年  

１０月３１日） 

・フェーズ５（２０１０年１１月１日～２０１０年１２月３１日） 

 

４． コンテンツ概要 

 

（１）トップページ（フェーズ１～５共通） 

シンプルな構成とし、言語選択、第一階層の項目へとわかりやすく

誘導する。利用者の様々な動作環境を考慮し、トップページが持つ

すべての情報が、すぐに表示されることを第一とする。従って、環

境によって特別なソフトをダウンロードする必要があるような表現

は用いない。簡潔なグラフィックの中に、日本館のテーマである「和」

が感じられるものとする。 

 

（２）日本館紹介（フェーズ１～５共通） 

日本館の基本情報を提供する。各フェーズに応じて、日本館の情報

の深度を深めていく構成とする。今回の出展がオールジャパンによ

る試みであることを示し、協力者紹介、協力者からのメッセージを

示す。（関連リンクを含む） 

 

（３）日本館計画アンケート（フェーズ１） 

「ありのままの日本を知ってもらい、日本をもっと好きになっても 

らう」ための展示となるゾーン２の展開のために、日本と中国の人々

を対象としてアンケート調査を行う。例えば、中国の人々には「知

りたい・日本」、「知って欲しい・中国」についてのアンケートを、

日本の人々には「知りたい・中国」、「知って欲しい・日本」につ

いてのアンケートを行う。 

 













 
（６）サイバー 

     ①日本館における環境配慮に関する情報の開示 
     ②環境教育、エコマップ等の情報提供 
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